
















プロフィール 

 

■古川 俊治 

参議院議員、慶應義塾大学法科大学院教授・医学部外科教授、TMI 総合法律事務所 

 

□略歴（2021.11 時点） 

1963 年さいたま市（岩槻区）生まれ。慶應義塾大学医学部（1987 年）・文学部（1993 年）・法学部（1996

年）卒業（病院勤務の傍ら通信教育にて、社会学、法津学を専攻）。医学部卒業後、慶應義塾大学医

学部外科にて消化器外科の臨床・研究に従事。1994 年外科腫瘍学に関するカリフォルニア大学との

共同研究により博士（医学）取得。その後、国立病院外科医員として出向、1996 年司法試験合格。

1999 年弁護士登録。その後、慶應義塾大学医学部外科へ戻り、消化器外科の臨床・研究（特にロボ

ット手術・遠隔手術支援等の先端外科医療）と後進の指導に従事すると共に、法学部にて医事法を

担当。2004 年～2005 年オックスフォード大学大学院に留学し、MBA 取得。2007 年慶應義塾大学大学

院法務研究科（法科大学院）教授・医学部外科教授（兼担）。2007 年 7 月より埼玉県選挙区にて参

議院議員（現在３期目）。 

現在、参議院においては地方創生及び消費者問題に関する特別委員会委員長、 

自由民主党においては医療情報政策・ゲノム医療推進特命委員会委員長、社会保障制度調査会幹事

長代理、科学技術イノベ－ション戦略調査会事務局長、新型コロナウイルスに関するワクチン対策

プロジェクトチーム座長等に就任。 


